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1.  用語と定義

3 【SSカスタムデザイン操作方法】
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● プローブ (ベイト）
– ゲノムのターゲット領域に相補的な配列をもつ、120 base の長さのシングルオリゴヌクレオチド

● プローブグループ
– ターゲット領域にデザインされたプローブのグループ

● デザイン
– ひとつ、もしくは複数のプローブグループから成る

ひとつのライブラリとして製造されるオリゴのセット

● プローブ、プローブグループ、デザインの関係
– デザインにはプローブグループ単位で、ターゲット領域をカバーするプローブ群を追加します。

一つのデザインには複数のプローブグループを追加することが可能です。

1 用語と定義①
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1. 用語と定義

【SSカスタムデザイン操作方法】



For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.      G230519-1  2023 年 2 月

● デザイン ID 

– SureSelect デザインの ID 番号です。この番号により、個々のデザインが認識されます。SureDesign から情報を得るときや、オーダーの
際に必要となる番号で重要な情報です。カスタムライブラリを作成してオーダーする際は、必ずこの番号を記録しておくようにします。

● 一つのデザインに搭載できるプローブ数について

– SureSelect のプローブはまずアレイとして製造され、アレイから切り離されてビオチン化RNAに転写されます。アレイ1枚に搭載できるスポッ
ト数は57,680です。デザインはキャプチャサイズやプローブ数によって5つの価格帯に区分されます。

- Tier1：1 - 499 Kbp (60,500 プローブ以下であること)

- Tier2：0.5 - 2.999 Mbp (121,000 プローブ以下であること)

- Tier3：3.0  - 5.999 Mbp (181,500 プローブ以下であること)

- Tier4：6.0 - 11.999 Mbp (242,000 プローブ以下であること)

- Tier5：12.0 - 24 Mbp (363,000 プローブ以下であること)

1 用語と定義②
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1. 用語と定義

【SSカスタムデザイン操作方法】
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2.  カスタムデザイン作成開始の前に

6 【SSカスタムデザイン操作方法】
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2 カスタムデザイン作成開始の前に

7

2. カスタムデザイン作成開始前

スタンダードウィザードとアドバンスドウィザード

SureDesign には2つのカスタム作成ウィザードがあります。

●スタンダードウィザード （”アドバンスドオプションの表示” がチェックされていない状態） → 本資料をご覧ください

・ 標準的な条件でプローブを設計

・ 1つのプロープグループからデザインを作成

●アドバンスドウィザード （”アドバンスドオプションの表示” がチェックされている状態）

→ 別資料「SureSelect ターゲットエンリッチメントシステム アドバンスドオプションによるカスタムデザイン作成ガイド」をご覧ください。

http://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002474)

・ 条件を変更してプローブを設計

・ 複数のプロープグループ、または複数のデザインを組み合わせてデザインを作成

・ 独自のプローブをアップロードしてデザインを作成

【SSカスタムデザイン操作方法】
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2 カスタムデザイン作成開始の前に
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OneSeq

SureDesign 3.0 から追加された OneSeq は、従来の SureSelect DNA キャプチャで可能であった SNV と InDel と同時に、
コピー数変化（CNV）と LOH を検出可能にする製品です。12 Mb までのカスタムプローブを自由に選択・設計し、CNV と
LOH をゲノムワイドに検出するための Backbone プローブ（12 Mb）にカスタムデザインとして追加できます。

OneSeq 用カスタムプローブは、従来の SureSelect DNA キャプチャ用カスタムライブラリ作成と同一の手順で予めカスタムデザ
インを作成した後に、OneSeq 用 CNV Backbone に追加します。追加するカスタムデザインの作成は、本資料を参照して下
さい。作成後の追加の手順は 「アドバンスドオプションによるカスタムデザイン作成ガイド」 を参照して下さい。

ファイナライズされ、デザイン ID が発行された状態のライブラリしか追加できません。プローブグループや作成途中のライブラリは追
加できませんのでご注意ください。

CNV Backbone

プローブ
（12 Mb）

追加カスタム
デザイン

（12 Mbまで）

変更不可 自由に設計可能

2. カスタムデザイン作成開始前

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3.  スタンダードウィザードによるカスタムデザイン作成

9 【SSカスタムデザイン操作方法】
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3 スタンダードウィザードによるカスタムデザイン作成

10

【アドバンスドオプション】からチェックが外れている状態で、ホームタブのSureSelect DNA、もしくはデザイン作成タブの
SureSelect DNA をクリックしてウィザードを開始します。

デザインの概要決定

ターゲット領域の決定

ターゲット領域のレビュー

デザインパラメータの設定

デザインに入れるプローブの選択

ファイナライズ

カスタムデザイン作成の流れ

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-1 デザインの定義

11

【デザイン名】に任意の名前を入力します。

【生物種】を選択します。
選択した生物種のゲノムの Build が表示されます。

これから作成するデザインを入れるフォルダを選択し
ます。
【選択】をクリックして、新しくフォルダを作成すること
もできます。

ハイブリダイゼーションの時間を選択します。
選択した時間に対応するキットが表示されます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義
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ターゲットとする遺伝子または領域を、ここに
示されたいずれかの形式で直接入力します。
・GeneID（推奨）
・GeneSymbol、AccessionID

・SNP ID

・位置情報
・アノテーション付き位置情報

ターゲットをリストしたテキストファイルをアップ
ロードすることも可能です。

どの領域をターゲットとするのかを選択します。

その領域の両側をどれだけ拡張してキャプ
チャするかを選択します。

Synonym を許容するかどうか選択します。

※詳細は次ページ以降を参照
参照データベースを選択します。

画面に直接入力できる検索項目は
500個以下です。500個を超える場合、
ターゲットをリストしたテキストファイルを
アップロードする必要があります。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：遺伝子名、アクセッション ID での直接入力
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■遺伝子の指定方法
（例）

・Gene ID 4089

・Gene Symbol SMAD4

・RefSeq NM_005359

・Ensemble ENST00000342988

・CCDS CCDS11950

・VEGA OTTHUMT00000255993

・Gencode ENST00000342988 

・SNP RS3740345

- 入力形式は混在していてもかまいません。
Gene ID を利用すると、選択したデータベースに登録されている
Isoform を網羅し、かつ Synonym の影響を避けることができま
す。

- 直接入力できるターゲットは500個までです。
500個を超える場合は、次ページを参照して
テキストファイルをアップロードして下さい。

■ Allow Synonym

ここにチェックを入れると、Synonym も含めたデザインになります。
不要な遺伝子も入ってしまう可能性もあることにご注意ください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：遺伝子名、アクセッション ID のアップロード
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■テキストファイルをアップロードする場合の入力例
（GeneSymbol）
それぞれの GeneSymbol が
異なる行に記載されている必要があります。
ファイルはタブ区切りテキストファイルとして保存してください。
カンマなどの記号は使用できません。
ターゲット数の上限は80,000個です。

【アップロード】をクリックし、続けて【参照】をクリックして
【アップロードするファイル】を選択します。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：ターゲットの位置情報での直接入力
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■位置情報のフォーマット
下記 A または B のいずれかのフォーマットで入力します。
フォーマットから、塩基の数え方が判断されます。フォーマットが異な
ると、意図した領域と 1 bp ずれが生じますのでご注意ください。

A：Browser format

染色体の最初の塩基を「1番目」として、何番目の塩基までという
指定方法（one-based, closed）タブまたはスペースで区切って
領域に ID をつけることができます。いくつかの領域に同じ ID をつけ
ることも可能です。

下記フォーマットに従い、1行に1 interval記載します。
chr18:48573407-48573675 MyGene1

chr18:48575046-48575240 MyGene1

B：Bed format

染色体の最初の塩基を「0番目」として扱い、終わりのポジションを1

つ次の番号で指定（zero-based, half open）。タブまたはスペー
スで区切って4番目のカラムに領域の ID を入力することができます。
いくつかの領域に同じ ID をつけることも可能です。

下記フォーマットに従い、1行に1 interval 記載します。
chr18 48573406 48573675 MyGene2

chr18 48575045 48575240 MyGene2
位置情報でターゲットを入力した場合、【データベース】【キャプ
チャしたい領域】で設定したパラメータは反映されません。
入力した位置がそのまま、プローブ設計対象となります。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：ターゲットの位置情報のアップロード
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■ターゲットの位置情報を含んだテキストファイルをアップロード
前ページを参照し、Browser format または Bed format でター
ゲットの位置情報（Genomic interval）を含んだファイルを作成
します。

それぞれの interval は異なる行に記載されている必要があります。
ファイルはテキストファイルとして保存してください。
カンマなどの記号は使用できません。

＜Browser format の場合の例＞

位置情報でターゲットを入力した場合、【データベース】【キャプ
チャしたい領域】で設定したパラメータは反映されません。
入力した位置がそのまま、プローブ設計対象となります。

【アップロード】をクリックし、続けて【参照】をクリックして
【アップロードするファイル】を選択します。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：ターゲット遺伝子・位置情報を混在させるケース
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GeneSymbol や Accession ID と位置情報を
一度に入力することも可能です。

■重要
この場合、下部の【データベース】【キャプチャしたい領域】で設定さ
れる条件は、GeneSymbol やAccession ID、SNP ID で入力さ
れたターゲットにのみ適用され、ゲノム上の位置情報で入力された
ターゲットには適用されません。

例）
この設定では、Gene Symbol / Accession ID に対してはコー
ディングエクソンに 10 bp ずつ Flanking した領域がターゲット領
域となりますが、ゲノム上の位置情報についてはその位置情報その
ものがターゲット領域となります。（位置情報内部のコーディングエ
クソンは検索しません。Flanking 設定も反映されません。）

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：データベースの選択
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入力したGene ID、GeneSymbol や Accession ID に対して検
索を行うデータベースを選択します。

複数のデータベースを選択した場合、この例では選択した RefSeq

および CCDS に登録されているコーディングエクソンの位置情報を
サーチして両方の情報を反映する結果が出力されます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：SNP データベースの選択
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SNP ID をキャプチャのターゲットとして入力できます。

入力した SNP ID の位置情報を中心に指定した隣接領域の長さ
が足された領域がターゲット領域として設定され、その領域
に対して、指定した条件でプローブが設計されます。
例えば 3’、5’ 側にそれぞれ 10 bp の隣接領域を設定した場合、
SNP 位置をはさんで計 21 bp の領域がターゲットとなります。
（Repeat Masker との重なりにより、ターゲット領域のサイズは若
干変わる場合があります）

なお、SNP の rs ID は頻繁にアップデートされているため、Not 

Found になる場合があります。その場合は、SNP 位置から±10

bp程度の幅をもたせたターゲット位置情報をご入力ください。
（後述参照）

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：ターゲット領域の選択
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入力した遺伝子について、選択したデータベースに登録されている
位置情報をサーチします。

【ターゲット】の画面にゲノム上の位置情報を入力した場合は、その
入力した位置情報がターゲットとなります。
ここでの設定は反映されません。

詳細は次のページをご参照ください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】



For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.      G230519-1  2023 年 2 月

3-2 ターゲットの定義：キャプチャしたい領域のパラメータ設定
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■キャプチャしたい領域
入力した遺伝子について選択したデータベースに登録
されている位置情報をサーチします。
・コーディングエクソンのみ
・コーディングエクソン＋5’UTR、3’UTR

・全転写領域
のいずれかが選択できます。

●コーディングエクソン+ UTRs 

5‘ UTR, 3’ UTR のそれぞれで含めるかどうかを設定できます。

●全転写領域
Coding Exon、Intron、UTR をすべて含んだ領域の位置情報を
サーチします。

※Non Coding RNAを検索する場合はコーディングエクソン+UTRs

または全転写領域を選択してください。

■隣接領域を含む
指定した領域からの延長分を0、10、25、50 bpから選択できます。
コーディングエクソンまたコーディング
エクソン+ UTR を選択したときのみ有効です。

■ Allow Synonym

ここにチェックを入れると、Synonym も含めたデザインになります。
不要な遺伝子も入ってしまう可能性もあることにご注意ください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-2 ターゲットの定義：設定の完了
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設定が完了したら、【次へ】をクリックします。
設定条件によるサーチが開始されます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-3 ターゲットの確認：Not found になったターゲットの確認
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Not Found になっているターゲットの有無を【ターゲットサ
マリ】で確認し、具体的にどの Target ID が Not Found

であるかを【ターゲット詳細】の画面で確認してください。

Not Found になっているターゲットは、他の名前に変更す
る必要があります。【戻る】で元の画面に戻り、UCSC 

Browserでサーチできる ID にターゲット名を変更して再
度デザインしてください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-3 ターゲットの確認：ターゲット領域の確認

24

Not Found になったターゲットが
0になったことを確認します。

トータルのサイズが自分の予想と
大きく異なっていないかを確認し
ます。大きく異なっている場合、
設定を間違えている可能性があ
るので、【戻る】で戻り、設定を再
確認します。

デザイン結果をダウンロードして
内容を確認します。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-3 ターゲットの確認：ダウンロードしたファイルによるターゲット領域の確認

25

name_Regions.bed name_Report.txt name_Targets.txt

ターゲット領域を
Bed ファイルの形式で出力したものです。
UCSC Browser などで確認できます。

ターゲット領域をサーチする条件や
サーチ結果をまとめたサマリレポートです。

入力したターゲットの一覧です。
ターゲットを再確認できます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-3 ターゲットの確認：UCSC Genome Browser によるターゲット領域の確認

26

【View targets in UCSC】をクリックすると、
UCSC Genome Browserに、
SureDesign が見つけたターゲットが表示
されたウェブページが開きます。

ターゲット領域が
カスタムトラックとして表示されます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-3 ターゲットの確認：ターゲット領域の確認の完了

27

ターゲット領域の確認が完了したら
【次へ】をクリックします。
プローブデザインの画面に進みます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力

28

設定したターゲット領域に対してプローブをデザインす
るためのパラメータを決定します。
個々のパラメータの選択はキャプチャ効率に直接影響
します。

個々のパラメータの意味は次ページ以降に解説しま
す。目的にあわせて、適切なパラメータを選択して
ください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：密度

29

target region

3x tiling
overlap: 40 bp

target region

2x tiling
overlap: 60 bp

target region

5x tiling
overlap: 24 bp

target region

4x tiling
overlap: 30 bp

baits

target region

1x tiling 
overlap: なし

※プローブの重なりがないため、同じプロー
ブ数でターゲットをより広い領域で設定で
きる。
75 bp 以上の長さで読むことが必要。

※1xtiling よりもキャプチャ効率が上がるため
Default の設定として推奨。これより高い
Density ではキャプチャ効率は
さほど変わらない。

baits

baits baits baits

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：密度が Coverage に与える影響

30

Genome Biology 2009, 10:R116 (doi:10.1186/gb-2009-10-10-r116)

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：密度が Coverage に与える影響

31

eArray7.9 から新たなDefaultとなった Repeat Mask

Repeat Masker と Window Masker の Intersection

もっとも厳しいMask

eArray7.9 で追加された機能
Repeat Masker と Window Masker と Duke Uniqueness 

35 track の Intersection。もっとも緩やかな Mask

No Masking の選択は推奨しません。

• Repeat Masker は UCSC Repeat Masker track の領域です。
• WindowMasker の詳細は下記の文献をご参照ください。
• WindowMasker による Repeat Mask は NCBI のWindowMasker tool の default parameters により行
われます。

• Duke Uniqueness 35 track は UCSC Genome Browser から参照できます。
• 実験の目的に応じて、適切な厳しさの Repeat Mask 機能を使用してください。
• 判断に迷う場合は、Default の設定を使用してください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：マスクオプションの詳細（Humanの場合）

32

Increasing 

Number of 

Probes

Masking Option
Masking Methods:

Intersection of Regions Masked By
Masking Effect

Most Stringent Masking Repeat Masker Least Number of Probes

Moderate Masking

(New Default)

Repeat Masker

Window Masker

Least Stringent Masking

Repeat Masker

Window Masker

Duke Uniqueness 35 Track

No Masking
SureDesign creates probes across 

the entire tiling interval
Not recommended

プローブ数が
増加

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：Human 以外の生物種についてのマスクオプション

33

⚫ 生物種によって利用可能な Masking アルゴリズムが異なります。

- WindowMasker はすべての生物種で利用可能

- Repeat Masker track はいくつかの生物種で利用可能

- Duke Uniqueness 35 track は Human のみで利用可能

⚫ 詳細はヘルプ情報をご参照ください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：ブースティング

34

ターゲット領域に対してできるだけ均一なキャプチャを行うために、
GC% が高いなど、キャプチャの難しい領域に対して
プローブの相対濃度を増やす Boosting の設定を行います。
次ページを参照して、適切な Boosting を選択してください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：ブースティング

35

● Optimized Performance 
キャプチャ効率が最大になるように SureDesign が相対的なプローブ濃度を、最初に選択したハイブリダイゼーション時
間（XT/XT2 もしくは XT HS / XT HS2 / XT LI / QXT）に自動的に調整します。

キャプチャ効率は最大になりますが、プローブの数が大幅に増加する場合があるので、注意が必要です。
必ずプローブの数を確認してください。
デザインの価格帯（Tier）が変わり、より価格の高いデザインになる場合があります。

● No Boosting
基本的には推奨しません。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：プローブデザインの開始

36

プローブデザインのパラメータを設定したら、
【プローブ選択の開始】をクリックして
プローブデザインをスタートさせます。

プローブデザインにはある程度の時間がかかります。
プローブデザインが完了すると、SureDesign に登録されている
メールアドレスに、メールで完了のお知らせがきます。
もし別のメールアドレスでの受信が必要な場合には、ここでメールアドレスを入力します。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-4 パラメータの入力：プローブデザインの開始

37

【デザインウィザードを閉じる】をクリックして、
この画面を閉じます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-5 プローブデザインの確認

38

添付レポートでデザインの結果を
確認した後に、再度 SureDesign に
ログインして、次のステップに進みます。

プローブデザインが完了すると、下記のメールが登録されたメールアドレスに届きます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-5 Reportによるプローブデザインの確認

39

Not Found になっているターゲットがないことを確認します。

トータルのプローブの数とサイズ、Pricing Tier を確認します。

設定パラメータを確認します。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-5 Reportによるプローブデザインの確認

40

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ

41

ホームタブの【デザイン作成：進行中】中のデザインで
Continue ボタンをクリックして、次のステップに進みます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ：プローブデザインの確認

42

この画面でプローブデザインの基本情報を確認します。
●SureSelect デザイン
名前： デザイン名
生物種：生物種

●ターゲット領域
領域数：ターゲットの領域の数
サイズ：ターゲット領域のトータルサイズ

●プローブ
プローブ数 :  ターゲットに対してデザインされたプローブの総数
サイズ： デザインされたプローブがカバーする領域のトータルサイズ
価格の階層: デザインされたカスタムキットの価格帯
（プローブ数が 57,680 を超えると、サイズが 6 Mb を越えていなくても Tier 3 になるのでご注意下さい）

カバレッジ： ターゲットのうち、1つ以上のプローブでカバーされた領域の割合
実際にシーケンスされる領域を考慮し、プローブの両端 100 bp を拡張したサイズをもとに
計算されています。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ：ダウンロードしたファイルによるプローブデザインの確認

43

6 ファイルをダウンロードして確認します。
各ファイルの詳細は次ページで説明します。

デザインの変更・ファイナライズ
前にデザインファイルをダウン
ロードできます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ：ダウンロードしたファイルによるプローブデザインの確認

44

<Design ID>_Covered.bed <Design ID>_Regions.bed

<Design ID>_AllTracks.bed

Design でカバーされる領域の位置情報を
記載した bed ファイル

Amplicon、Covered、Regions、Missed

（プローブでカバーされなかったターゲット）の
4トラックの情報を含む bed ファイル

最初に Input したターゲット領域の位置情報
を記載した bed ファイル

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ：ダウンロードしたファイルによるプローブデザインの確認

45

<Design ID>_Report.txt <Design ID>_Report.pdf <Design ID>_targets.txt

Design のサマリーを記載した
テキストファイル

Design のサマリーを記載した PDF ファイル
メールで到着するものと同じ内容

最初に Input した
ターゲットの内容

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ：UCSC Genome Browser によるプローブデザインの最終確認

46

【UCSC View】をクリックすると、
UCSC Genome Browser に、デザインの
内容が表示されたウェブページが開きます。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ

レポートおよび左記のデザインサマリにてプローブデザインを再確認します。
特に【価格の階層】（サイズによって価格帯が変わります）は、
予想した価格帯のサイズになっているかどうか、必ず再確認ください。

デザインを再度変更したい場合は【デザインの変更】を、
このまま最終確定する場合は 【デザインのファイナライズ】をクリックします。
ファイナライズすると、このデザイン情報はアジレントの製造部に送られますが、
実際にオーダーするまでは製造は開始されません。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ

【デザインの変更】を選択すると、
デザインされたプローブは削除され、ターゲットのリストの
画面に戻ります。
また、全てのパラメータは Default 設定に戻りますので
ご注意ください。

3. スタンダードウィザード

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3-6 ファイナライズ：デザインの最終確認

デザインがファイナライズされたことをお知らせするメールが登録され
ているメールアドレス宛に送信されます。このメールには以下の情
報が記載されています。

・ Application 名
・ デザイン名
・ Design ID

・ 生物種
・ Finalize した日

このデザインで発注するための見積を依頼する場合、
【Order】をクリックします。

3. スタンダードウィザード

ファイナライズしたデザインを確認します。

デザイン詳細を【ダウンロード】ボタンから取得できます。
ここでダウンロードできるファイルは、前ステップでダウンロードしたファ
イルと同じ内容になります。

【お気に入りに設定する】ボタンを押すと、ホームタブの【デザイン作
成：最近作成したもの・お気に入り】欄に表示されます。

【SSカスタムデザイン操作方法】
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4.  カスタムデザインのオーダー

50 【SSカスタムデザイン操作方法】



For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.      G230519-1  2023 年 2 月

4 カスタムデザインのオーダー（見積依頼）

51

これ以降の操作につきましては、購入方法の資料もご参考ください。

SureDesign 日本語資料サイト内「購入方法」
http://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002474

4. 見積依頼

【SSカスタムデザイン操作方法】

http://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002474
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オーダー（見積依頼）

52

1）見積画面に進むには、3つの方法があります。下記方法 A、B、C のいずれかで見積画面に入ります。

方法 A；前項の続き画面から手配する場合
【Order】ボタンをクリックします。

方法 B；ホームタブの【デザイン作成：最近作成したもの・お気に入
り】の中から該当するデザインの Order ボタンをクリックします。

方法 C；デザイン検索タブの【マイデザイン】タブ（もしくは【コラボ
レーション】タブや【パブリッシュド】 タブ）の中の該当するデザインの
【アクション】欄にある Order ボタンをクリックします。

4. 見積依頼

【SSカスタムデザイン操作方法】
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2）見積内容を設定します。 ●数量：注文するデザインのキットの個数を設定
（例えば 16 reaction 反応の試薬を 2 セット頼む場合、ここは 2 を入力します。）

●自動化キット：
お使いの自動化キットがある場合は選択します。

●シーケンスプラットフォーム：ご利用のシークエンスシステムを選択します。

●試薬キット：適切なキットを選択します。
HiSeq / MiSeq / NextSeq の場合：下記のいずれかを選択します。
- XT HS2 ：プレ / ポストプール方式
- XT HS：ポストプール方式
- XT Low Input：ポストプール方式
- QXT：トランスポゼースを用いたライブラリ調製
- XT：ポストプール方式
- XT2：プレプール方式

*QXT / XT と XT2 の製品に互換性はありません。プロトコルも異なります。
ここでは、必ず採用された正しい方を選択ください。

Proton の場合; TE、ポストプール方式のみ

●サンプルサイズ：キットの 1 キットあたりのサンプル数を選択します。
左図の 16 とは、一種類のデザインを 16 サンプルの解析にしようすることを意味します。

（例えば 16 reaction の試薬を 2 セット購入する場合、
Sample Size は 16 を選択し、Quantity を 2 と入力します）

●精製用ビーズ：要・不要の種別を選択します。

4. 見積依頼

【SSカスタムデザイン操作方法】
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3）【見積の依頼】ボタンをクリックします。
*【カートに追加】ボタンは日本ではご利用いただけません。

4）【見積の依頼が完了しました】のボックスが表示されますので
【閉じる】ボタンで閉じてください。

4. 見積依頼

【SSカスタムデザイン操作方法】
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5）見積請求が送信された旨、メールが到着します。

6）アジレントの担当営業もしくは取り扱い販売店から
見積金額の提示 → 発注へ
＊発注の際の注意事項は別紙をご参考ください。標準納期は

発注後約6～8週間です。

差出人：Agilent SureDesign [suredesign_noreply@agilent.com]

タイトル：SureDesign: SureSelect DNA キットのお見積を依頼します
（SureDesign: Request for quote for SureSelect DNA kit received）

内容：デザイン情報および見積依頼で設定いただいた内容

4. 見積依頼

【SSカスタムデザイン操作方法】
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お問い合わせ先

56

●SureDesign に関するサポートお問い合わせ窓口

TEL:       0120-477-111

E-mail : email_japan@agilent.com

電話・メール受付時間：土・日・祝祭日・5/1を除く、9:00～12:00 および 13:00～17:00

※ 「SureDesign に関する質問」 と明示ください。

※価格、納期等のご質問は、担当営業にご連絡ください。

【SSカスタムデザイン操作方法】

mailto:email_japan@agilent.com
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